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「カツラお手入れ支援サービス」のご案内

サービス内容・利用条件など

東北復興支援「One Worldプロジェクト」では、 活動の一環として医療向けカツラをお届けしています。
カツラは消耗品です。 使っているうちに傷んできたり、 カットなど調整が必要になった場合、
株式会社アデランスのご協力で、 「カツラお手入れ支援サービス」が受けられます。

One World プロジェクト
【発起人有志一同】 北村奈央子（東北大学病院薬剤師）、桜井なおみ（NPO 法人
HOPE プロジェクト理事長・乳がんサバイバー）、佐治重衡（京都大学大学院医学
研究科標的治療腫瘍学講座特定准教授）、谷野裕一（北里大学医学部外科講師）、
寺田真由美（乳がんサバイバー）、三好綾（NPO 法人がんサポートかごしま理事長・
乳がんサバイバー）（五十音順）

【協力】 公益財団法人日本対がん協会　
【後援】 Ｊ-ＣＡＮ（Japan Cancer Action Network）

期間内に、このカードを持参された下記の方は、 東北６県の指定された
アデランスの店舗で、 One World プロジェクトから提供を受けたカツラに限り、
メンテナンスサービスを半額で受けられます（ただし、カツラの修理は除く）。

【協賛】株式会社

プロジェクト問い合わせ先
●メール　1WPro2011@gmail.com （連絡窓口担当：寺田真由美）
●ホームページ　http://oneworldpro.jugem.jp/

サービスが受けられるお店…東北６県にある、下記フォンテーヌクチュールサロン＆アデランス各店です。

最寄りの下記アデランスの店舗に電話予約の上、直接ご来店ください。
その際、カツラと、下記の「カツラお手入れカード」をご持参ください。
※なお、カツラの状態によってはサービスを受けられない場合があります。また来店時、アデランスのお客様カードに
　お名前・ご住所などをご記入いただきます。個人情報はアデランスが責任をもって管理してくださいます。

カツラのシャンプーやカットなどのお手入れを、アデランスのお店で半額で受けられます。
例／標準的なAコース（自毛およびカツラのシャンプー＆カット）4,600～5,100円が半額に。 
　　※増毛修理やネット補修など、カツラを預けての修理は対象外です。

2012年7月1日 ～ 2014年6月30日
対 象 者

利用方法

内　　容
期　　間

仙台医療センター店／仙台市宮城野区宮城野2-8-8
仙台医療センター東西病棟地階
TEL：022-292-2181

福島店／福島市栄町6-1 エスタビル3F
TEL：024-523-2125
郡山店／郡山市駅前1-6-5 ピースビル郡山7F
TEL：024-922-9696

いわき店／いわき市平字3-24
クォリティ21ネモトいわき駅前ビル7F
TEL：0246-25-9696
会津若松店／会津若松市中央3-6-32
酒井ハウジングビル2F 
0242-22-9696

福
島
県

青森店／青森市新町2-1-11 ESTビル6F
TEL：017-734-9696
八戸店／八戸市大字三日町2番地
青銀･明治安田ビル8F
TEL：0178-44-9696
弘前店／弘前市大字駅前町8-1 大町タウンビル4F
TEL：0172-34-9696
盛岡店／盛岡市盛岡駅前通15-16 SSビル5F
TEL：019-651-9696
一関店／一関市大手町1-5 耕栄第二ビル4F
TEL：0191-23-9696

仙台店／仙台市青葉区中央3-1-22
エキニア青葉通り5F
TEL：022-227-9696
古川店／大崎市古川駅前大通1-5-15 
共栄舎ビル3F
TEL：0229-91-9660

山形店／山形市香澄町2-2-31
カーニープレイス山形9F
TEL：023-622-9696
米沢店／米沢市大町4-5-30 鈴木ビル2F 
0238-23-9696
酒田店／酒田市幸町1-3-1 第一庄交ビル5F
TEL：0234-24-9696

秋田店／秋田市中通2-4-15
秋田朝日生命丸島ビル2F
TEL：018-832-9696

青
森
県

岩
手
県

山
形
県

宮
城
県

秋
田
県

美
容
室

チラシ作成協力：adnap ／ 2013.3.19

カツラお手入れカード

お名前

配　布
病院名

ご予約
アデランスの店舗まで
直接お電話で
有効期限
2014年6月末まで

協賛

プロジェクトからカツラの配付を受けた方へ

One World プロジェクトからカツラの提供を受けた全ての方。

～みんなでひとつにつながろう～

プロジェクト

～みんなでひとつにつながろう～

プロジェクト

株 式会社アデランス
代 表取 締 役 会長 兼 社長

根 本 信 男

私たちは多くの人々に夢と感動を提供したい、笑顔と心豊かな暮らしに

貢献したいとの思いから、毛髪に関するさまざまな取り組みを行ってま

いりました。これらの取り組みを1冊にまとめた冊子を作成したところ、

多くの皆さまにアデランスの活動を知っていただくことができ非常にう

れしく思っております。さて、このたび作成した本冊子は、前回の作成か

ら2年以上が経過したため、新たな取り組みを盛り込み編集しました。日

本国内のみならず世界中の人たちから信頼される企業となるために、新

たな社会的価値のグローバルな創造に挑戦してまい

ります。今後も引き続きご支援、ご鞭撻を賜りますよ

う、お願い申し上げます。

ごあいさつ

笑顔あふれる心豊かな社会へ

子どもたちの
笑顔と出会うために。
キャンペーン活動は
広がっていきます。

子どもたちの
笑顔と出会うために。
キャンペーン活動は
広がっていきます。

I N D E X

愛のチャリティ／
NPO法人JHDACへのサポート

「お子さまの髪の悩みを心の傷にしないために」をテーマ
に、病気やケガで髪を失ったお子さまへオーダーメイドウィッ
グをプレゼントする「愛のチャリティ」を、1978年から35年以上
継続して行っています。2012年9月には、クリスマス限定キャン
ペーンを通年チャリティに変更し、2014年からはレディメイド
ウィッグのプレゼントも開始しました。

また、「愛のチャリティ」と同様の活動をしているNPO法人
JHDAC※の趣旨に賛同し、全国のアデランスサロンの個室を、
ウィッグの採寸や受け渡しなどの支援場所として提供してい
ます。
※JHDAC（事務局長　渡辺貴一氏）は、日本人の髪の毛の寄贈を受け、美容師を通じて
　子供たちにウィッグを無償提供しているNPO法人です。

One World プロジェクトへの
お手入れ支援サービス

One World プロジェクトは、東日本大震災で被災されたがん
患者さま向けに、ウィッグや帽子などを提供する被災地支援プ
ロジェクトです。当社は、このプロジェクトの趣旨に賛同し、がん
患者さまに提供するウィッグの調整やメンテナンスをサポート
する「お手入れ支援サービス」を実施。当初は、2014年6月まで
の予定でしたが、継続の要望が寄せられたため、本サービスを
延長し、行っています。

■ 社会・地域貢献
愛のチャリティ／NPO法人 JHDACへのサポート
One World プロジェクトへのお手入れ支援サービス
大阪大学寄附講座と脱毛症患者のQOL向上
大学との共同研究

■ お客様の安心・安全
病院内ヘアサロン・ネットワークの拡大
医療用ウィッグのJIS規格化

■ 環境への取り組み
フォンテーヌの 森 の植 林 活 動
廃棄への工夫（適正な廃棄処理、フィッター削減）

■ 学術・文化活 動
ウィッグとヘアメイクのエキスパート集団
人工毛髪の研究開発

■ 海 外で の取り組み
オリンピック金メダリストへのウィッグ提供
My New Hairへの支援
Pay It For ward／Hair Club For Kids
米国乳がん研究協会への寄付
タイの病院へのウィッグ寄贈・環境保護活動
フィリピン工場へ労働省から表彰

■ 新たな動き
コミュニティラジオ・書籍からＣＳＲ活動の発信
大学での特別講義や企業向けセミナーの実施

…………………………………………　2 - 3
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■  社 会・地 域 貢 献



静岡県立静岡がんセンター店

安心して来店できるサロンへ
病院内に移動式理美容イスを導入。
日本からヨーロッパにまで
拡大中です。

安心して来店できるサロンへ
病院内に移動式理美容イスを導入。
日本からヨーロッパにまで
拡大中です。

安心して来店できるサロンへ
病院内に移動式理美容イスを導入。
日本からヨーロッパにまで
拡大中です。
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■  お 客 様 の 安 心・安 全

毛髪と頭皮の
健やかな未来のために
大学との共同研究を
進めています。

毛髪と頭皮の
健やかな未来のために
大学との共同研究を
進めています。

毛髪と頭皮の
健やかな未来のために
大学との共同研究を
進めています。

3

■  社 会・地 域 貢 献

大阪大学寄附講座と脱毛症患者のQOL向上
当社では、2006年4月より大阪大学大学院医学系研究科の寄

附講座を開設しています。この講座が目指すのは、薄毛で悩む
人々へ新たな解決策を提供することです。研究を担当している
板見智教授は、世界で注目されている毛髪研究者の一人。男性
型脱毛症のメカニズムの解明、育毛剤開発、赤色LEDの育毛作
用、円形脱毛症の治療など多くの研究成果を発表しています。最
近では、これまで科学的に表現しづらかったウィッグの効果を、
大阪大学で学術的に検証し、評価されました。これにより、ウィッ
グの社会的価値を大いに高めています。

大学との共同研究
当社では、毛髪に関する分野で様々な大学と共同研究を行っ

ています。東京大学大学院では2012年から真田弘美教授（医学
系研究科老年看護学/創傷看護学分野）と、頭髪に関するスカル
プケアサイエンスの研究や、抗がん剤で脱毛された患者さまの
QOL改善アイテムとしてのウィッグの有用性を調査。将来、医療
用ウィッグが公的補助を受ける可能性を視野に入れて活動して
います。大分大学では、2013年から最先端のがん研究を行って
いる猪股雅史教授（消化器科・小児外科学講座）と、抗がん剤の
副作用である脱毛予防に関する共同研究が進行中です。

病院内ヘアサロン・ネットワークの拡大
抗がん剤治療などを受けている患者さまが気軽に脱毛ケアや

ウィッグの相談ができるように、2002年より全国の病院内に順次
バリアフリーの理美容室を開設。車イスに乗ったままカットや
シャンプーができる移動式理美容イスを導入した店舗は、現在
25店舗を越え、30店舗を目指しています。ヨーロッパでもこうし
た取り組みは広がり、約10店舗に到達。世界中で、より多くの患
者さまが安心してご来店いただける環境を提供していきます。

医療用ウィッグのJIS※規格化
日本毛髪工業協同組合では、2013年より国家規格である医療

用ウィッグのJIS規格化を進め、当社はこの取り組みを全面的にサ
ポート。2015年4月20日に世界初の医療用ウィッグのJIS規格（JIS 
S 9623）が公示されたのち、当社は7月2日に医療用ウィッグ全20
製品の自己適合宣言を行い、日本毛髪工業協同組合が認証する

「Med・ウィッグマーク」の使用が許諾されました。今回のJIS規格
化により、医療用ウィッグの品質が向上。保険適用や医療費控除
などの公的助成への取り組みが大きく進むことになりました。
※JISとは、工業標準化法に基づく日本工業規格（JIS）という国家規格のことを指します。

板見教授

長崎医療センター店

真田教授（左）

北野学長（右端）
猪股教授（左から2番目）



クーポンを使った
ウィッグの購入

売上の 一 部を
植林へ

ウィッグの
納品

不要になった
ウィッグの

回収

クーポン発行
フォンテーヌ 緑の森

お客様 アデランス

不要なウィッグの回収が
植林へとつながっていく
エコサイクルの広がり

不要なウィッグの回収が
植林へとつながっていく
エコサイクルの広がり

不要なウィッグの回収が
植林へとつながっていく
エコサイクルの広がり
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■  環 境 へ の 取り組 み

優れたウィッグを提供し、
エンターテインメント界を
盛り上げています。

優れたウィッグを提供し、
エンターテインメント界を
盛り上げています。

優れたウィッグを提供し、
エンターテインメント界を
盛り上げています。
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■  学 術・文 化 活 動

フォンテーヌの森の植林活動
2009年から始まった「フォンテーヌ緑の森キャンペーン」は、

ウィッグの回収と植林をつなぐキャンペーンです。不要となった
ウィッグの回収時に、クーポン券を発行。券を利用して新たなウィッ
グを購入すると、売上の一部が植林活動への寄付にあてられます。
山梨県笛吹市の山林にある「FONTAINEの森」は現在までに、累計
1000本以上の植林実績を残しています。この取り組みは、英国レス
ター大学のワグナー教授に高い評価をいただき、英国のビジネス
ジャーナルに先進的なケーススタディとして取り上げられました。

廃棄への工夫
（適正な廃棄処理、フィッター削減）
当社では環境に配慮し、さまざまな工夫を行っています。お客様
から回収したウィッグは、焼却基準の厳しい廃棄処理方法を行って
いるJFE環境株式会社川崎エコクリーンと契約し処分。適正廃棄で
CO2排出の削減に努めています。
また、これまで頭のサイズを採寸する場合に、「フィッター」と呼ば
れる特殊樹脂製品を使用してきましたが、新たに3Dスキャナーを
導入。フィッター使用量の減少による廃棄物の削減とフィッター
輸送量減少によるエネルギーの軽減につながっています。

ウィッグとヘアメイクのエキスパート集団
設立から30年を経過した当社文化芸能部門・スタジオADは、
2015年に上演15周年を迎えた東宝ミュージカルの代表作『エリ
ザベート』や名作舞台である『放浪記』などで、ウィッグ製作技術協
力を行っています。また、その他にも映画やドラマ、コンサートな
ど幅広い場面で当社の技術力が生かされています。スタジオAD
は、エンターテインメントウィッグという専門的な分野で、今後も技
術力を最大限に生かした質の高いウィッグを提供していきます。

人工毛髪の研究開発
将来的な人毛減少を見据え、当社では1983年より人工毛髪の
研究を始めています。1987年には、人毛の風合いに近い「サイ
バーヘア」を開発。その後、2005年の「バイタルヘア」の開発など
研究を深化させる中で、2015年オーストラリアにて行われた「ア
ジア繊維会議」で、当社研究員が新たな人工毛髪の研究を発表
しました。この研究は人毛供給における社会的課題の対応策の
ひとつです。今後も紡糸工学およびプラスチック加工における世
界的権威である東京工業大学の鞠谷雄士教授との共同研究に
より、更に人工毛髪のクオリティを高めていきます。

写真提供：東宝演劇部
『エリザベート』(2015年公演より)

鞠谷教授（右から2番目）



■  海 外で の 取り組 み

病気による脱毛で
悩んでいる方々を
ウィッグやカットの
技術で支えます。

病気による脱毛で
悩んでいる方々を
ウィッグやカットの
技術で支えます。

病気による脱毛で
悩んでいる方々を
ウィッグやカットの
技術で支えます。

乳がんの患者さまが
笑顔になるように
支援の輪を広げています。

乳がんの患者さまが
笑顔になるように
支援の輪を広げています。

乳がんの患者さまが
笑顔になるように
支援の輪を広げています。
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■  海 外で の 取り組 み ■  海 外で の 取り組 み
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My New Hairへの支援
アデランスUK社は、英国王女の専属美容師をつとめ大英勲章

(MBE)を叙勲したトレバー・ソルビー氏が開始したチャリティ
「マイ・ニューヘア」の活動を支援しています。抗がん剤で脱毛に

悩む患者さまへのサポートの一環として、ウィッグに関する専門
的知識や技術を持った美容師を育てる活動を実施。同社は、練
習用ウィッグの提供と美容師への技術指導を行っており、すでに
500名以上の美容師が活躍しています。

Pay It Forward／Hair Club For Kids
米国ヘアクラブ社では、映画「ペイ・フォワード」に感銘を受け、

“厚意の輪を広げる”というボランティア支援活動を始めました。
受けた厚意を相手に返すのではなく、周りの人に感謝の気持ち
を広げていくことをテーマにしています。この活動とは別に、
1992年より6歳から17歳の髪に悩む子供たちにウィッグをプレ
ゼントする「Hair Club For Kids」という活動を20年以上継続して
行っています。

米国乳がん研究協会への寄付
米国ボズレー社では、以前より年に1回米国乳がん研究協会へ

金額を決めて寄付を実施。2015年9月からは取り組みに対する
社員のモチベーションを高めるため、内容の見直しを図りまし
た。これまでの一定金額寄付から、ピンクリボン月間である10月
の売上に応じて、その一部を寄付するという方法に変更。これに
より、社員の意識が高まり、活動が活性化しました。

オリンピック金メダリストへのウィッグ提供
アデランスUK社は、2012年のロンドンオリンピックで金メダ

ルを獲得した英国自転車競技のジョアンナ・ロウセル選手に、
ウィッグを提供しています。10歳の頃から脱毛症に悩んでいた彼
女が同社のウィッグを初めて着用したのは、オリンピックのセレ
モニーのとき。これをきっかけに同社ウィッグのファンとなった
彼女は、2015年に執り行われた結婚式でも新たに同社がプレゼ
ントしたウィッグを着用。この写真が人気雑誌「Hello」に取り上げ
られ、大きな話題となりました。
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タイの病院へのウィッグ寄贈・環境保護活動
タイでは、2012年より試作ウィッグを現地の病院へ寄贈してい

ます。以前までは、試作のために大量に製作したウィッグは良品
でありながら廃棄せざるを得ませんでした。そこで、試作品を病
院に寄贈できる環境を整備。4年間で贈呈したウィッグは、1,300
枚以上になりました。日本国内だけでなく、タイでも多くの笑顔
が溢れています。

また、ウィッグ製作時に生じる廃材はリサイクルし、その収益で
植林活動も実施。一部の廃材は、退職する社員へ贈る花束にも
なっています。

フィリピン工場へ労働省から表彰
重要な生産拠点のアデランスフィリピン社では、より良い職場

づくりにも力を入れています。女性の従業員をはじめとした職場
環境の充実や、福利厚生面での促進、従業員の家族への配慮が
評価され、フィリピンの労働省管轄である“MDG ACHIEVEMENT 
FUND”から、表彰を受けました。

大学での特別講義や
企業向けセミナーの実施

当社の事業を通じたCSR活動は外部からも高く評価され、大学
や企業より講義やセミナーの依頼が増えています。大学の特別
講義は、東京大学、早稲田大学、明治学院大学、金沢工業大学、
駿河台大学、東洋大学、東北大学、関西大学、関東学院大学など
で実施。大学以外にも九州経済調査協会主催のイブニングセミ
ナー、日本フィランソロピー協会や経営倫理実践研究センターの
セミナーなど、専門機関においてもセミナーを行っています。

コミュニティラジオ・書籍からCSR活動の発信
当社のCSR活動はさまざまなメディアと結びつき、その取り組み

を発信しています。コミュニティラジオ番組「KIZUNA Station」
(2015年3月11日OA)では、当社がサポートしているOne World プ
ロジェクトにおいて、ボランティア団体と病院と企業が三位一体と
なった継続的活動が評価され、当社CSR活動が紹介されました。

また、新たなCSR活動の発信方法として、「三方よしに学ぶ　人
に好かれる会社」、「新しい時代の技術者倫理」などの書籍を執筆。
今後も、当社のCSR活動の取り組みを知っていただけるようさまざ
まな発信を行っていきます。


